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１． 研究背景・目的 

(1)理科への興味の低さ 

 近年の国際的な学力学習調査の結果から、日本の中学生

の理科への興味の低さが問題として浮かび上がってきてい

る。例えば、国際数学・理科教育動向調査（TIMSS 2019）

における意識調査では、「理科の勉強は楽しい」と回答し

た中学2年生は70％であった。前回2015年の調査結果の

66％と比較すると、4ポイント上回る結果であったが、国

際平均の81％と比較すると11ポイントも下回っていた

（図1）。同設問において、日本の小学4年生の92％が肯

定的な回答をしたのと比較すると、中学2年生は22ポイン

ト低い結果となった。学年が上がるにつれて「理科の勉強

が楽しい」と感じる児童生徒の割合が低下していくこと

が、日本の理科教育の問題点と言える。 

理科離れの原因の一つとして、中学校理科では暗記偏重

の授業形式に陥り、実験や観察に回す時間が少なくなるこ

とが挙げられている（長沼 2015）。そして、このような授

業形態が生徒の理科への興味関心の減少につながると推測

されている。また、教科としての難しさも挙げられてお

り、数学が苦手なことが要因となり、理科がわからなくな

ることも原因としている。 

 

 図１.「理科の勉強は楽しいか」についての国際・全国

小学生・中学生の回答と推移（TIMSS 2019 改変） 

 

(2)学習意欲 

意欲とは、「何かを成し遂げようとする意志と何かをや

りたいと思う欲求の複合的心理機能である」とされている

（鹿毛 2013）。そして、学習意欲とは、「学びたい」とい

う欲求や「学習を成し遂げよう」とする意志である。この

学習意欲を測定する代表的な方法には、観察法、面接法、

質問紙法がある。授業や単元に応じて、選択したり、組み

合わせたりして、学習意欲の評価が行われている（栃木県

総合教育センター 2011）。 

意欲を向上させる要因としては、様々なことが考えられ

る。例えば、知らないことを知りたい、他の人よりも試験

で多くの点数を取りたい、親から言われたから頑張ろうな

どが挙げられる。その中でも「興味を持たせること」は意

欲を向上させるために重要な一つの要因だと考える。興味

をもって面白いと感じることは、日常の中での有用性や理

想像の獲得（課題に取り組み成功することが望ましい自己

像の獲得）に繋がるという認知などよりも、学習の持続性

や興味追求を促進することが示唆された（解良、中谷 

2014）。このことから教育現場では、生徒達が興味を抱く

ような、暗記偏重に陥らない授業が求められている。 

子どもたちが理科への興味・関心を持ち続けられるよう

な学習を行い、理科の学習をもとに科学的な思考力を育成

していくことが、日本の理科教育の大きな課題の一つとい

える。そこで、私はこれから中学校理科教員の一人として

働く上で、生徒がどのような授業展開に興味があるのか、

また実際の理科の授業では生徒が授業のどのような部分に

興味関心を寄せており、意欲に繋がっているのか調べた。 

 

（3）ICTの導入 

 OECDの生徒の学習到達度調査（PISA 2018）において、学

校の授業におけるデジタル機器の利活用の時間は、教科に

かかわらず短く、OECDの中で最下位であった。また、学校

外でも、学校に関する項目（宿題、調べ学習、学校からの

通知など）でのデジタル機器の使用状況は少ないという結

果であった。しかし、学校に関連のない一人用ゲームの使

用や、ネット上でのチャットなどでは、OECD平均よりもデ

ジタル機器を多く活用しており、学校内と学校外でのデジ

タル機器の活用のギャップが大きいことがわかる。近年日

本の学校教育では、児童・生徒向けの一人一台の端末と校

内のネットワーク設備を整え、多様な子ども達の育成を

ICT(Information and Communication Technology)環境下で行う

ことで、学びを深め、資質・能力の確実な育成を目指して

いる。そこで本課題研究では、ICTを利活用し、調べ学習

の充実や教材の提示などを理科の授業に組み込むことで、

児童・生徒の興味・関心に繋がってくのか、またICTの活

用の在り方についても明らかにすることを試みた。 

 

 

11ポイント 

22ポイント 



 

2.方法 

（1）意識調査 

 生徒がこれまでに受けた授業の中で、どのような授業に

興味を感じているのか、学習意欲を高めているのかをアン

ケート調査した。回答から生徒が興味をよせていた理科の

授業を分析し、どのような授業が効果的に学習意欲を高め

るのか、検討を行った。 

さいたま市A中学校第２学年208名を対象に、理科への

興味のアンケート調査を実施した。質問項目は以下の通り

である（表１）。回答は四件法（そう思う、どちらかと言

えばそう思う、どちらかと言えばそう思わない、そう思わ

ない）と自由記述で行った。 

 

質問項目 質問内容 

Ⅰ－Q1 理科は好きですか？ 

Ⅰ－Q2 中学2年生で実施した理科の授業の中

で、面白いと感じた授業は何ですか。

（自由記述・複数回答可） 

Ⅰ－Q3 理科で面白いと思った授業のどのような

部分が面白かったか、具体的に書いて下

さい。（自由記述・複数回答可） 

Ⅰ－Q4 理科の観察や実験では、通常の授業とは

異なる体験できるところが面白い。 

Ⅰ－Q5 理科の授業の中で、周りの人と考え、議

論などを行うことが面白い。 

Ⅰ－Q6 理科の授業の中で、動画を見ることやパ

ソコンを使用し調べ学習することは面白

い。 

Ⅰ－Q7 理科の実験や観察では、自分たちで課題

を解決することが面白い。 

Ⅰ－Q8 理科の観察や実験では、自分の予想と違

った結果になったとき、その理由を考え

ることが面白い。 

Ⅰ－Q9 理科は、新しい知識や技能が身につくか

ら面白い。 

表１.理科への興味アンケートの質問内容 

 

2つ目のアンケ-ト調査では、理科へのアンケート調査で

有意性を示した授業展開が、科目横断的に有効であるのか

を調べることを試みた。今回は、生命倫理の分野で人の命

を題材に取り扱った道徳の授業を行い、授業アンケートを

実施した。さいたま市の中学校第２学年67名を対象とし

た。質問は以下の通りである（表２）。 

 

質問項目 質問内容 

Ⅱ－Q1 中学2年生で行った道徳の授業の中

で、面白いと感じた授業は何ですか。

（自由記述） 

Ⅱ－Q2 道徳で面白いと思った授業のどのよう

な部分が面白かったか、具体的に書い

て下さい。（自由記述） 

表２．道徳への興味アンケートの質問内容 

 

道徳の授業実践を行った後、3つ目のアンケートを実施

した。同中学校の中学校第2学年36名を対象として行っ

た。アンケート項目は以下の通りである（表３）。回答は

五件法（とてもよくできた、できた、どちらとも言えな

い、あまりできなかった、できなかった）の選択肢で行っ

た。 

 

質問項目 質問内容 

Ⅲ－Q1 今回畔蒜が行った授業は満足しました

か。 

Ⅲ―Q2 授業では、積極的に話し合いに参加す

ることができましたか。 

Ⅲ－Q3 自分の意見を持ち、話をすることがで

きましたか。 

Ⅲ－Q4 他の人の意見を聞くことができました

か。 

Ⅲ－Q5 話し合いを通して、自分の考えを深め

ることができましたか。 

表３．道徳の授業実践アンケートの内容 

 

（2）授業実践での分析方法 

本研究は、「学習意欲を高める授業の展開」を探ること

をテーマとして、以下の４項目を「学習意欲向上の起因」

と仮定し、授業実践を行った（表４）。さいたま市A中学

校第1学年8クラス（1クラス約40名）を対象として、理

科の同じ授業単元の中で、以下の４項目の１つあるいは複

数組み入れた異なる授業展開を行った。 

 

関係性 自分の意見や考えを話しあったり、相手

の考えを聞いたりすることが設定されて

いる。 

活動性 実際に実験や体験などを通して学ぶこと

が設定されている。 

自己決定性 自分たちで学ぶ課題を決定したり、学習

内容や方法を考えたりする場面が設定さ

れている。 

ICT 調べ活動や実験などで、ICTを使用する

場面が設定されている。 

表４. 学習意欲向上の起因として考えられる４つの項

目 

 

授業実践において、生徒の意欲が向上したかどうかは、

授業中の生徒の表情の分析や、生徒の活動の変化、発言内

容を評価した。 

 

3.授業実践の概要 

 「学習意欲向上の起因」を明らかにするため、中学校1

学年「大地の成り立ちと変化」の単元の授業の中で表４の

異なる授業展開を取り入れた実践を行った。授業内容と各

授業に取り入れた学習意欲向上の起因は表５の通りであ

る。表５の起因の色が濃い項目（表４と同じ色）は、本研



 

究者がその授業に積極的に取り入れた起因、表４より薄い

色は積極的に組み込んではいないものの授業の一環により

関連づいて取り入れられた起因を示す。授業内でそれぞれ

の起因がどのように組み合わさって実践を行ったのか、以

下に詳細を述べる。 

 

授業

実践 
授業内容 

授業に取り入れた 

学習意欲向上の起因 

A 
プレートと地震、地

形は関係あるのだろ

うか。 

関係性 ICT 

B 
大きな力を受けた大

地はどのように変化

するだろうか。 

関係性 活動性 

ICT  

C 
地震が関わる災害に

ついて調べよう。 

関係性 活動性 

自己決定性 ICT 

表５．各授業の授業内容と授業に取り入れた起因 

 

【授業実践A】 

授業内容「プレートと地震、地形は関係あるのだろう

か」では、プレートと地震の関係や、プレートと地形の関

係に対して自分の考えを持ち、表現することができること

をねらいとして授業を作成・実践した。この授業ではプレ

ートの位置と過去に地震が発生した記録を「Dagik Earth 

ダジックアース デジタル地球儀※１」というインタラクテ

ィブな「ICT」アプリケーションを使用した。1900年～2007

年の地震が起こった場所と地球表面の標高や形状がわかる

地球儀を使用し、地球のプレートの場所がわかる地図と比

較することができる。このアプリケーションを使って、気

づいたことを生徒に記述させた。その後「地震とプレート

の関係について」と「地形とプレートの関係について」の

考察を行い、気づいたことをグループで話合い、考えを共

有するという「関係性」を取り入れた活動を行った。グル

ープワークは、1クラス10班に分け、1班4人程度で情報

共有を行った。 

 

【授業実践B】 

授業内容「大きな力を受けた大地はどのように変化する

だろうか」では、プレートテクトニクスによって、大地が

どのように変化するかを調べるために、グループで実験を

行う「活動性」を取り入れることを設定した。前時まで

に、地球ではプレートテクトニクスが起こっていること

や、プレートと地震の関係について調べる活動を行ってい

た。 

 実験では小麦粉と三温糖を使用し地層を作り、プレート

テクトニクスによって押された地層が、どのように変化す

るのかモデルで表現し、地層変化をシミュレーションし

た。実験は、1クラス5班に分け、1班8人程度で行った。 

 

【授業実践C】 

授業内容「地震が関わる災害について調べようでは、地

震が関わる災害について、グループで調べたい課題や内

容、方法を自由に決めることのできる機会を設定し、「自

己決定性」と「関係性」を取り入れた。前時までに地震や

プレートテクトニクスについて学習し、そのまとめとして

本授業で災害についての授業案を作成した。本授業は、自

分で調べたい物に対して調査方法を考え、調べたことにつ

いて説明や表現ができるようにすることをねらいとして、

実践を行った。最初に、グループで大枠の調べたいことを

決定し、その後各自で大枠のテーマに合わせて詳細なテー

マを決定し調べ活動を行った。グループで調べた内容を話

し合い、最後にまとめたものを発表した。1クラス10班に

分け、1班4人程度で調べ活動を行った。 

 

【ICT活用した授業実践（A, B, Cすべて）】 

授業実践で活用したICT機器は、電子黒板機能内蔵プロ

ジェクター、 生徒用タブレット、 教員用PCである。学校

内はWi-Fi環境が整備されており、生徒用端末および教員

用端末はネットワークに接続されていた。単元内容の指導

時に必要に応じて以下の①～④でICT機器を活用した。 

①画像やソフト、シミュレーションなどの提示 

 プレートテクトニクスで生じた特徴的な地形の画像など

を提示する際にデジタル教科書を活用し、プロジェクター

に写して提示した。プレートと地震の関係について「Dagik 

Earth ダジックアース デジタル地球儀」を使用し、プレ

ートの位置と地震が起こった記録を比較し、気がついたこ

とや考察の記述を行った。さらに、プレートと地球表面の

標高を比較し、プレートと地形の関係についても比較を行

った。 

②実験の記録と共有 

 一人一台のタブレットを使用し、プレートテクトニクス

の影響による地層の変化についての実験の様子を撮影して

記録し、Microsoft Teamsで共有した。 

③調べ活動での活用 

地震に関わる災害についての調べ活動の方法の一つとし

てタブレットを使用し、インターネット環境を活用して調

べ活動を行った。 

④発表での活用 

 生徒が授業で電子黒板を使用して発表が行えるよう、

Microsoft Teamsを介して生徒用端末の内容を教員用端末

へ表示し、教員用端末からプロジェクターに投影した。ま

た、発表資料として、紙媒体とパワーポイントを自由に選

択できるようにした。紙媒体を選択した班は、発表資料を

タブレットで撮影し、Microsoft Teamsで学級に共有し

た。 

 

【道徳の授業実践内容】 



 

「尊厳死」や「安楽死」をテーマに、命の重さや正しさ

とは何か考える機会を設定し、他の生徒と話し合う「関係

性」を取り入れた授業を行った。 

 自分が医者だったら、患者に対しどのような対応を行う

か、自分の意見をまとめた後、班で話し合いを行った。そ

の後、患者にどのような対応を行うか決定し、発表を行っ

た。1班6人程度で、話し合い活動を行った。 

 

4.結果 

（1）意識調査の結果 

 理科の授業の中で、生徒はどのような授業に興味を寄

せ、学習意欲の向上に繋がっているのかを調べるため、さ

いたま市A中学校の生徒へ意識調査を行った。 

 質問項目Ⅰ－Q1において、理科が「好き」・「どちらか

と言えば好き」と肯定的な回答を行った生徒は79％であっ

た。しかし、「嫌い」・「どちらかと言えば嫌い」と回答

した生徒は21％おり、理科という教科に対し苦手意識のあ

る生徒が一定数いることがわかった（図２）。 

 

図２．質問項目Ⅰ－Q1の生徒の回答 

 

質問項目Ⅰ－Q2の面白い理科授業では、豚の肺などの内

臓の観察（56人）、吸熱反応・発熱反応の実験（23人）、

煮干しの解剖（18人）が多く回答された授業であった。実

験に関する記述が多く、84％を占めていた。実験以外の回

答としては、問題集などの計算問題を解く（2人）、教員

が行う雑談（9人）などがあった。 

豚の肺など内臓を観察する私の授業実践において、授業

の始めでは内臓に対して「気持ち悪い」「くさい」などの

否定的な意見や態度が多く見られた。しかし、演示実験で

豚の肺に空気を入れ膨らむ様子をよく観察したり、生徒が

内臓に触れたりすることを通して、観察に対して前向きに

参加している生徒が多く見られた。特に男子生徒にこのよ

うな傾向が見られたが、女子生徒は教師の説明に耳を傾け

てはいたものの、内臓に触れる生徒はほとんど見られなか

った。 

アンケートI-Q3授業の面白いと感じた点（表６）で

は、実験結果について言及しているものが多々あった。

私の授業実践において、吸熱反応の実験時に温度を生徒

に感じてもらうために、手のひらで物質を混合させ、反

応を起こした。そのためか、温度の変化についても多く

記述されていた。このことから生徒は、視覚的な変化で

わかる反応や観察、触覚で感じることのできる温度変

化、また水素を確かめる実験で音が鳴ったことなど、五

感に関することが特に面白いと感じていることがわかっ

た。 

実験の結果以外には、「実験（作業）を行うことが面白

い」という記述があった。実験以外の記述として、「知ら

ないことを知ることができた」などの知識が増えたことに

ついての記述も多く見られた。今回は、教育課程の関係

上、物理や地学は授業を行われていないため記述はなかっ

た。 

回答内容 回答数 

豚の肺など普段では、見られないものを見

られたり、触れたりできるところ。 

49人 

参加や燃焼の実験で、物質が混ざることで

変化や反応を見ることができたこと。 

36人 

知らないことを知ることができたこと。 19人 

吸熱反応や発熱反応を行う実験で、手で温

度の変化を感じたこと。 

14人 

実験を行うことが面白い。（魚の解剖など

の作業） 

14人 

表６．質問項目Ⅰ－Q3対する生徒の回答（要約・抜粋） 

 

質問項目Ⅰ－Q4～Ⅰ－Q9の結果は、表７の通りであった。

質問項目I－Q4において、理科の授業内で実験や観察を行

うことに対し、97％が肯定的な回答をした。実験や観察な

どの「活動性」は、生徒の関心を多く寄せていることがわ

かる（表７）。理科が好きではない生徒は図２では21％い

たが、実験や観察に関しては、肯定的な意見を持っている

生徒も多く見られた。 

質問項目Ⅰ－Q5は、「関係性」を評価する項目であるが、

他の質問項目と比較すると、否定的な回答を行った生徒が

多く見られた。しかし、実験や議論を行う場面では、積極

的に班の生徒と関わる姿も多く見られた。 

質問項目Ⅰ－Q6は、「ICT」を評価する項目であり、ICTへ

の興味を示す生徒も多くいたが、質問項目Ⅰ－Q4の実験や

観察などの「活動性」と比較すると少ない結果となった。 

「自己決定性」（質問項目Ⅰ－Q7）のアンケートでは、

「そう思わない」と回答した生徒は一人しかおらず、肯定

的な意見が多かった。 

 次に、道徳の授業のアンケートの回答について結果を示

す（表８）。質問項目Ⅱ－Q1の回答として、私が行った

【関係性を取り入れた授業実践】である「尊厳死」や「安

楽死」をテーマに扱った授業に対して、全体の7割ほどの

生徒が記述をしていた。 

 



 

表７．理科の授業に関する設問の回答 

 

Ⅱ－Q2の自由記述の抜粋を表８にまとめた。実際の授業で

は、自分自身で考えたり、他の生徒と積極的に議論したり

する場面も多く見られた。また、道徳の授業実践を行った

後のアンケートでは、多くの生徒が自分の意見を持つこと

ができ、積極的に話し合いに参加することができたと回答

した（図３, ４）。 

 

正解がない問題を考えること 

命について深く考えることができたため。 

みんなで意見を出し合って話し合ったこと 

表８．質問項目Ⅱ－Q2への生徒の回答（要約・抜粋） 

 

 

 
図３．質問項目Ⅲ－Q2の生徒の回答 

 
図４．質問項目Ⅲ－Q3の生徒の回答 

 

（2）授業実践での分析結果 

「学習意欲の向上を目指した理科授業の展開」を探るた

め、4つの起因を取り入れた授業実践を行ったときの生徒

の学習の様子について、観察し分析した結果を以下に示

す。 

 

【関係性を取り入れた授業実践】 

関係性を取り入れた授業を行った結果、授業実践Aでは

話し合いによってグループで情報を共有したり、自分の意

見を活発に発言したりする場面が見られ、生徒は主体的・

対話的に授業に取り組んでいた。プリントの記述について

も、自分では気がつかなかったことを、他の人からの意見

を踏まえて記述を加えている生徒が多く見られた。しか

し、一部の班では無言の時間があり、話し合いがうまくい

っていない班もあった。授業実践Aは、グループでの話し

合いが行いやすい人数を生徒に決めてもらった結果、8ク

ラス全てのクラスで4人程度のグループを選択し意見を話

し合っていた。一方、授業実践Cで、自己決定性と関係性

質問項目 質問内容 そう思う 
どちらかと言

えばそう思う 

どちらかと言え

ばそう思わない 
そう思わない 

Ⅰ－Q4 理科の観察や実験では、通常の授業

とは異なる体験ができるところが面

白い。「活動性」 

163人

（78％） 

 

39人 

（19％） 

5人 

（2％） 

1人 

（1％） 

Ⅰ－Q5 理科の授業の中で、周りの人と考

え、議論などを行うことが面白い。

「関係性」 

85人

（41％） 

87人 

（42％） 

25人 

（12％） 

11人 

（5％） 

Ⅰ－Q6 理科の授業の中で、動画を見ること

やパソコンを使用し調べ学習するこ

とは面白い。「ICT」 

86人

（41％） 

93人 

（45％） 

20人 

(10％） 

9人 

（4％） 

Ⅰ－Q7 理科の実験や観察では、自分たちで

課題を解決することが面白い。 

「自己決定性」 

105人 

(50%) 

81人 

（39%） 

21人 

(10%) 

1人 

(1%) 

Ⅰ－Q8 理科の観察や実験では、自分の予想

と違った結果になったとき、その理

由を考えることが面白い。 

98人 

(47%) 

84人 

(41%) 

19人 

(9%) 

7人 

(3%) 

Ⅰ－Q9 理科は、新しい知識や技能が身につ

くから面白い。 

122人 

(59%) 

65人 

(31%) 

14人 

(7%) 

7人 

(3%) 



 

を取り入れた場合は、授業実践Aよりも、意欲的な生徒は

より意欲的になったように感じた。しかし、意欲的でない

生徒の意欲は変わらず、グループでの話し合いにも参加し

ていない生徒も見られた。 

 

【活動性を取り入れた授業実践】 

活動性を取り入れた授業実践Bと関係性を取り入れた授

業実践Aを比較すると、授業実践Bの方が学習に意欲的な

生徒が多く見られた。自分の手を動かすなどの活動性を取

り入れた授業は、生徒にとって意欲的になれる授業である

と感じた。本研究者が講義形式の授業を行った後に、次の

授業が理科実験であると生徒に伝えただけでも、生徒たち

は盛り上がっていて、生徒が活動性に興味関心をもってい

ることを感じることができた。地層の変化の実験を行った

ところ、実際に断面では見ることができない大地の変化

を、小麦粉で再現することで実感を伴いながら主体的に学

べている場面が見られた。変化の様子について集中してず

っと見ている生徒も見られた。授業後、生徒の記述内容を

調べたところ、実験で分かった断層や褶曲についてだけで

なく、実験で生じたその他の詳細な変化について記述され

たものもあった。 

生徒はタブレットを使用し実験の様子の撮影を行い、実

験前と後の地層の変化の様子を見ている生徒はいたが、途 

中の過程を動画を再生して観察している生徒はあまり見ら

れなかった。学級全体でMicrosoft Teamsを使用し実験結

果を共有した結果、他の班の実験結果を示した動画に、強

い興味を示していた。 

 

【自己決定性を取り入れた授業実践】 

自己決定性を取り入れた授業実践Cでは、地震と災害を

テーマとして、グループで疑問や調べたい課題を設定し

た。その後グループテーマに沿って自分のテーマについて

調べた。自らの疑問や興味をもとに意欲的になった生徒

と、疑問などがなく意欲がわかない生徒との差を感じた。

意欲的な生徒は、授業外でも調べ活動を行っていた。調べ

るツールは、すべての生徒がタブレットを使用して調べ活

動を行っていた。その他の方法としては、実験を行った班

があったが、8クラス中1班のみであり、本や図鑑などを

使用する生徒は見られなかった。 

 

【ICTを活用した授業実践】 

「Dagik Earth ダジックアース デジタル地球儀」を使

用することで、生徒の関心が向上すると感じられた。ま

た、他の教員の授業で動画を使用している場面でも、下を

見ていた生徒が顔を上げて動画を見ている場面が見られ

た。また、「Dagik Earth ダジックアース デジタル地球

儀」を使用した授業では、生徒は強い興味を示し、自分の

考えをまとめる時間では、真剣に考えている生徒が多く見

られた。 

授業実践Cでは、タブレットを使用して発表を行う班の

方が多く、調べた画像や動画などを使用して発表を行って

いる班が多かった。発表の中で動画を再生した際には、動

画の解説を真剣に聞いている様子が見られた。後ろの席な

どで発表が見にくい生徒は、Microsoft Teamsで共有され

た発表資料を見ながら発表を聞いている生徒も見られた。 

 

5.考察 

（1）意識調査についての考察 

意識調査の結果より、実験や観察などの「活動性を取り

入れた授業」に対し、生徒は最も興味を寄せていることが

明らかとなった。質問項目Ⅰ－Q1とI－Q4を比較すると、

理科が好きでないと回答した生徒も実験や観察などの活動

に関しては、肯定的な回答をしていることがわかる。 

また、自由記述で面白いと感じた理科の授業についてア

ンケートを取ったところ、多くの生徒が実験に関係する記

述をしていた。具体的にどのような部分が面白いと感じた

か、自由記述でアンケートを行ったところ、実験を行った

ことで起こる変化や、日常生活では見ることのできない体

内を見たり触ったりしたこと、化学反応を実際に手で感じ

たこと、水素を確かめる実験で音が鳴ったことなど、視覚

や触覚、聴覚などの五感を使用した実験があげられてい

た。このことから、「活動性」を取り入れることによっ

て、様々な現象や刺激が起こることによって、生徒の興味

価値をより引き出すことができることが示唆される。 

また、授業内で男女の違いで、授業に対しての取り組み

の違いが見られた。この結果は、井上・池田（2008）の意

識調査でも、理科嫌いは中学校において進行し、男子より

も女子の方がこの傾向が顕著であるという結果があり、意

識調査だけではなく今回の授業実践でも男女の差を見るこ

とができた。 

授業内での動画を見ることやパソコンを使用し、調べ活

動を行うことに関しては、ほとんどの生徒が肯定的な回答

をしていた（質問項目Ⅰ－Q6）。授業内で見せた動画に対

して強い興味を示している生徒も見られたが、興味をあま

り示していない生徒も見られた。このことから、ICTを使

用することで直接的な意欲への効果が得られるわけではな

く、活用の工夫が必要であることが示唆される。 

 次に、生徒達自身で課題を解決する活動を取り入れた授

業に関して肯定的な回答を多く得ることができた（質問項

目Ⅰ－Q7）。「自己決定性」は、生徒達の関心を引いてお

り、このような授業を多く取り入れることで、生徒の意欲

の向上に繋がることが示唆される。 

 質問項目Ⅰ－Q5より、「関係性」は、他の設問と比較す

ると否定的な意見が多く見られた。実際の授業では、実験

などの班活動において、周りと関わりながら行っていたも

のの、関係性を持つことが直接興味に関わっていないと考

えられる。 

今回、教科横断的な道徳の授業において【関係性を取り

入れた授業実践】をおこなった。そのアンケート結果か



 

ら、他の人と関わりを持ちながら議論し、考えることに対

し意欲をもって取り組むことができたことがわかった。理

科では、否定的な回答が多かったが、道徳では授業の満足

度は高く、生徒の記述からも、議論することに楽しさを感

じている生徒が見られた。このことより、他者と議論し考

えることに対して面白いと感じている生徒が多くおり、こ

れは生徒の興味を引き出し意欲の向上に繋がっていく可能

性があると考える。 

このように理科と道徳で結果に違いが見られた理由とし

て、発問の違いが考えられる。理科の授業などで与えた課

題の多くは、正解と不正解がはっきりとある問いが多かっ

た。一方道徳の授業では、教員から「正解はない」と伝え

た上で、生徒同士も確信を持てないような問いを与えられ

たことで、議論が活発になり、様々な意見を聞きながら考

えることが面白いと感じた可能性である。実際の道徳の授

業の意識調査の結果からも、面白かったこととして「考え

る」ことや「意見を出し合って話し合ったこと」などが上

げられていた。 

 

（2）授業実践についての考察 

【関係性を取り入れた授業実践】 

 関係性を取り入れた授業では、意欲的に取り組んでいる

生徒が多かったが、話し合いを行っていない班もあったた

め、生徒同士の人間関係によって意欲に差が出てくると考

えられる。授業実践Aと授業実践Bを比較すると、活動性

を取り入れた授業を行っている授業実践Bの方が意欲的な

生徒が多く見られた。このことより、授業内で関係性のみ

でなく活動性を取り入れることで、意欲の向上につながる

のではないかと考えた。 

また、グループワークを行う人数について、全てのクラ

スが4人程度の班に分かれることを希望したことから、話

し合いを行う人数も、意欲に関わっていると考えられる。 

 

【活動性を取り入れた授業実践】 

 活動性を取り入れた授業では、意欲的な生徒が多く見ら

れた。このことより、活動性を取り入れた授業では、生徒

の強い興味が感じられた。しかし、タブレットで撮影を行

った実験の途中経過について、再生して観察している生徒

はあまり見られなかったことから、実験から得られる学び

に意識が向いていないとことも考えられた。また実験とい

う活動に対してだけ、興味があるように感じられる生徒も

いたことから、活動性を取り入れた授業では、授業内のど

の部分に対して学習意欲が向上しているのか、把握する方

法を考えていく必要があると考える。 

活動性を取り入れることで、自分の意見を話したり、相

手の意見を聞いたりすることに対して積極的に取り組む姿

が見られたことから、関係性が増したと感じた。他の項目

と組み合わせることで、相乗的に生徒の意欲を高めること

ができると考える。 

 

【自己決定性を取り入れた授業実践】 

 自己決定性を取り入れた授業では、意欲的な生徒と意欲

的でない生徒の差が激しかった。意欲的でない生徒が意欲

的にならなかった原因として、班での調べ活動を行ったた

め、意欲的でない生徒は自分の希望とは違ったものがテー

マになったことが考えられる。 

 現在文部科学省より、学校現場では「個別最適な学び」

が求められている。その中の「学習の個別化」では、個々

の児童生徒の興味・関心等に応じた異なる目標に向けて、

学習を深め広げることが求められているため、今回の授業

のような自己決定を行う場面は、今後より一層増加してい

くと考えられる。今回の研究では、生徒によって興味関心

の差が見られたため授業改善を行い、意欲的でない生徒は

どのような授業を行うと意欲的になるのかなども研究して

く必要がある。 

 

【ICTを活用した授業】 

 画像や動画、アプリケーションを使用した授業では、真

剣に生徒が活動している姿が見られ、生徒の関心の向上に

繋がると考えられる。また、今回の調査で「関係性」を取

り入れた授業の維持にICTが活用できると考えた。授業実

践Cでは、発表を行い、ほかの人の意見を聞く場面を設定

した。しかし、発表などが見えにくいことにより、関係性

がうまく保たれないことも考えられたが、今回はMicrosoft 

Teamsなどの共有できるアプリケーションを使用すること

で発表の見えやすさが改善され、席の場所に関係なく生徒

は真剣に発表を聞くことができたと考える。 

授業実践ＢではICTを活用し、生徒が実験の動画を撮影し

たが、その後の発表では、自分の班の動画よりも他の班の

実験動画に強い興味を示した。ICTを使用することで、他

の人や班との情報共有の垣根が低くなると感じた。従来で

は、他の人や班の情報を得るためには、対面で行わなけれ

ばならかった。対面では、生徒の性質や態度、あるいは他

の人や班と人間関係もあって、情報共有は容易ではなかっ

ただろう。ICTの活用することで、自分と他人を比べるこ

とが容易になり、そこから新たな気づきが生まれる機会を

与えることにもつながるだろうと考えられる。 

学習内容と関係のないことに興味を向ける原因になること

もあると考えられる。 

 今回の授業実践では、全ての項目においてより興味関心

が高まる生徒が見られたが、意欲の向上が見られない生徒

もいた。また、どの部分に対して意欲が向けられているか

わからないなど調査の改善が求められる結果となった。 

 

6．まとめと今後の課題 

 今回の研究では、中学校理科では生徒がどのような授業

に興味関心を寄せているのか研究を行った。アンケート調

査と授業実践をもとにした結果として、理科では「活動

性」を取り入れた授業と「自己決定性」を取り入れた授業

が生徒の興味関心を寄せていることが明らかとなった。理



 

科だけでなく道徳の授業で「関係性」を取り入れた授業を

行ったところ、生徒が積極的に議論をしている姿が多く見

られ、議論に関して興味や意欲を示す生徒は多かった。し

かし、関係性を取り入れた授業を行うことが直接的に意欲

に繋がるかはわからず課題となった。ICTに関しては、ICT

自体が興味関心を引き出すのではなく、工夫して活用する

ことで、よりよい学習効果を得ることができると考える。

今後の課題として、ICTをどのように活用すると、学習意

欲の向上に繋がっていくのか、また様々な授業形態の補助

的な役割として活用できるのか考えていきたい。 

今回の研究では、生徒の興味を高め学習への動機付けを

実際の授業で、どのように行われているのか研究を行っ

た。しかし、理科の教員に望まれる生徒の動機付けを向上

させる支援として、生徒の自己効力感の醸成もまた生徒の

「興味・関心」を高めることに重要であると言う結果もあ

る（原田2018）。興味価値だけでなく、自己効力感の育成

や男女の性差と理科への意欲の差についてなど課題が多く

残る結果となった。 
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https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/01_point.pdf 

・文部科学省「中学校学習指導要領（平成29年告示）理

科編」 

・鹿毛 雅治 「学習意欲の理論」金子書房 ｐ２～３

（2013） 

・栃木県総合教育センター「学ぶ意欲を育む－「学習に関

するアンケート」を活用して」平成23年3月 

https://www.tochigi-

edu.ed.jp/center/cyosa/cyosakenkyu/manabuiyoku_h22/pdf/man

abuiyoku_h22_all.pdf 

・長沼 祥太郎 「理科離れの動向に関する―考察―実態

および原因焦点をあてて－」科学教育研究39 巻 2 号 p. 

114-123（2015） 

・文部科学省 「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別

最適な学びと共同な学びの一体化に関する参考資料（令和

３年３月版） 

・鹿毛 雅治 「学習動機づけ研究の動向と展望」教育心

理学年報 57 巻 p. 155-170（2018） 

・解良 優基, 中谷 素之「認知された課題価値の教授と生

徒の課題価値評定,および学習行動との関連」日本教育工

学会論文誌38 巻 1 号 p. 61-71（2014） 

・原田勇希、坂本一真、鈴木誠「いつ、なぜ、中学生は理

科を好きになるのか？－期待－価値理論に基づいた基礎研

究－」理科教育学研究58 巻 3 号 p. 319-330（2018） 

・井上恵美 池田幸夫 「理科に対する意識調査」山口大

学教育学部付属教育実践総合センター研究紀要第25号

（2008） 

※1地球や惑星についての科学を楽しんでもらうために、

学校や科学館や家庭で、地球や惑星を立体的に表示するプ

ロジェクトで、今回はその中のプロジェクターで地球や惑

星を投影することができるソフトを使用した。 
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